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１．背景と目的 

 東日本大震災から 3 年が経過し、避難指示区域に指定されている地域を除いては、除染が進められ

るとともに、生活や産業の再建に向けて動き出している。図 1-1 に示すように、震災の被害を受けた

多くの自治体で復興計画が策定されている。一方、こうした復興のために準備された予算も含め、多

くは比較的短期的な視点で計画されることが多い。できるだけ早急に震災前の生活を取り戻すという

ことはもちろんではあるが、より長期的な視点でこうした復興計画を俯瞰するとき、日本社会は高齢

化や温暖化問題など様々な課題を抱えており、いずれこうした課題に対しても解決策を示すことが必

要となる。その意味では、東日本大震災は不幸な出来事ではあったが、震災からの復興に向けて動い

ている地域は、そうした課題を克服し、震災前よりも豊かで持続可能な社会の実現に資するような施

策を他の地域に先駆けて盛り込むことが可能であるともいえる。 
 

 

 
出典：http://wwwcms.pref.fukushima.jp/pcp_portal/PortalServlet?NEXT_DISPLAY_ID=U000004&CONTENTS_ID=28201 

図 1-1 福島県における復興計画の策定状況 
 
 こうした長期的な視点に立ったとき、地域住民の方々が復興の先にある地元に対して、どのような将

来像を望んでいるのか、実現したいのかを検討することは、将来ビジョンを設定する上で重要となる。

とりわけ、将来において社会の中心で活躍する若い世代の意見を聞くとともに、そうした世代に対して

将来の社会を意識してもらうことは、構築したビジョンを絵に描いた餅に終わらせないためにも有意義

であるといえる。そこで、今回は、国立環境研究所と基本協定を結んでいる新地町において、新地町立

尚英中学校及び新地町、教育委員会の協力を得て、新地町立尚英中学校の 1 年生 88 名を対象に、2050
年の新地町を考えるワークショップを実施することとなった。 

復興計画等策定済み：34市町村 策定予定なし：25市町村
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なお、本ワークショップは総合学習の時間を利用して行うことから、環境教育の実践の場としても位

置づけ、新地町の 2050 年の姿を検討する上での参考となるように環境問題に関する授業についてもあ

わせて行うこととした。 
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２．ワークショップの概要 

 復興の先にある長期的なビジョンについては、これまでも総合計画で示されることは多かったが、復

興が進む中で、具体的なイメージを共有することは、そのビジョンの実現に向けて重要な取り組みとな

る。とりわけ、遠い将来を担う若者たちが望ましいと思う将来像を把握することは、短期的な復興だけ

でなく、長期的な取り組みを継続する上で重要となる。こうした考え方のもと、国立環境研究所では、

協和コンサルタンツ、NPO 法人みらいと、新地町と共同で、2014 年 1 月に新地町立尚英中学校の 1 年

生を対象とした「2050 年の新地町」を考えるワークショップを実施した。対象とした 1 年生の多くは

2000 年生まれであり、2050 年には 50 歳を迎える世代であり、2050 年の新しい社会を構築するなかで、

まさに中心的な役割を担う世代である。こうした世代が、何を望ましいと考えているのか、どのような

新地町にしたいのか、について把握し、それに向けたロードマップを描くことを試みるため、本ワーク

ショップを企画した。 
 ワークショップの検討から実施までの経緯を表 2.1 に示す。当初は、様々な町民の意見を聞くという

ことで、ワークショップを企画したが、新地町教育委員会の協力により、環境教育の一環として実施で

きることとなった。一方で、教育課程の一環として行うことは、授業の中で完結させることが求められ、

2 時間という時間制約の中で行うことが求められた。こうした様々な条件を整理し、所内で意見交換を

行った上で、表 2.2 に示す要領で本ワークショップを実施することとした。 
 
表 2.1 ワークショップ開催までの経緯 
2013 年 11 月 復興を超えた将来ビジョン（2050 年）を共有するためのワークショップを提

案。新地町とワークショップについて協議し、教育委員会を通じて、新地町立

尚英中学校 1 年生を対象に行うことを決定。 
2013 年 12 月 12 日  所内でワークショップ開催について打合せ。 
2013 年 12 月 19 日 新地町との環境未来都市の打合せの場を利用して、ワークショップの概要説

明、打合せ。 
2014 年 1 月 9 日 対象となる尚英中学校で、全体説明と打合せ。宿題の確認（時間が限られてお

り、宿題を通じて 2050 年の姿をイメージしてもらう）。 
2014 年 1 月 17 日 所内でワークショップの進行に関する打合せ。進行台本の作成。 
2014 年 1 月 23 日 ワークショップ開催。 

 
表 2.2 ワークショップ当日のスケジュール 
13:30-13:40 目的と作業の説明。 
13:40-13:55 グループ作業１：一人ひとりが考えてきた新地町の未来の姿を説明。あわせて、パズル

で見えた 3 つのことばと「世界に自慢できる新地町の環境」を紹介。【1 人 2 分ずつ】 
13:55-14:10 環境問題についての話題提供。 
14:10-14:15 質問。 
14:15-14:20 休み時間。 
14:20-14:50 グループ作業２：2050 年、2030 年の新地町について各グループで話し合う。 
14:50-15:00 グループ作業３：発表のための準備。 
15:00-15:15 グループ作業４：発表。【各グループ 3 分ずつ】 
15:15-15:20 発表へのコメント、アンケート記入。 
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 前述の通り、ワークショップの実施時間が 2 時間という限られた時間であることから、あらかじめ生

徒には宿題を出して、2050 年の新地町の姿を考えてもらうことにした。また、2050 年の新地町だけを

考えることは困難であることから、まずは、どのような 50 歳になっていたいかを考えてもらい、その

延長として新地町がどうなってほしいかを検討してもらうこととした。あわせて、2050 年だけでなく、

2030 年についても同様の検討を行ってもらい、時間の継続性についても踏まえてもらうように配慮し

た。さらに、国立環境研究所の夏の大公開で行ったパズルを配付し、パズルに隠されていることばを 3
つ探してきてもらった。また、生徒が考える「世界に自慢できる新地町の環境」についても検討してき

てもらうことにした。宿題の内容に関しては、付録 1 に示す。 
 当日の進行は、国立環境研究所のスタッフが各組において全体のファシリテーターを務めた。また、

議論は各組の生活班をもとに行った。生活班は 5-6 名からなる班で、各組ともに 5 つの班で構成されて

いる。このため、1 年生全体で 15 個（3 組×5 班）の新地町の将来像が描かれることになった。なお、

班での議論が活発になるように、班ごとに国立環境研究所、NPO 法人みらいと、協和コンサルタンツ、

新地町役場のスタッフやクラス担任が付いて、議論を見守り、時には意見を聞き出す役割を果たすこと

とした。また、環境問題に関する講義については、組ごとに、エネルギー問題、ごみ問題、温暖化問題

を対象に設定した。表 2.3 に当日の支援状況を示す。また、付録 2 に、当日使用、配布したスライドを

示す。 
 
表 2.3 組別の対応状況（敬称略） 

 1 組 2 組 3 組 

クラス担任 羽根田一弘 佐藤美千子 武澤さやこ 

環境研 
（全体ファシリテーター） 

芦名秀一 高橋敬子 岩渕裕子 

環境研 
（話題提供） 

芦名秀一 
（エネルギー） 

金森有子 
（ごみ） 

増井利彦 
（温暖化） 

環境研 
亀井未穂 
戸川卓哉 

藤田壮 － 

新地町役場 
 加藤孝佳 

黒沢知子・西牧直 

NPO 法人みらいと 小泉憲章 笠間拓朗 村上茉南 

協和コンサルタンツ 
佐藤恭子 山本沙代子 佐藤千尋 

馬場吉信 
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３．ワークショップの結果とアンケート集計結果 
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 尚英中学校は新地町内唯一の中学校であり、新地町の 3 つの小学校から生徒が集まってくる。1 年生

の 1 月は、中学校という新しい環境の中で、小学校の枠を越えた人間関係が醸成されるとともに、3 年

生が高校受験に向けて学習を重ねる姿が見られるなどの経験を通じて、自分だけではなく社会の将来に

も目が向けられるようになっていく時期であり、1 年生を対象とした将来を考えるワークショップを開

催するには適切な時期であったようである。 
 
 1 年 1 組では、ワークショップに先立ち依頼した宿題について自宅に持ち帰り、家族と相談すること

も可能としていた。その影響もあってか、事前の検討内容は他のクラスと比較して現在の延長線上にあ

るような将来像（高齢化、老人ホームに関するものなど）や具体性の高い将来像（常磐線の本数が増え

る、電気自動車の普及など）が多かったように見受けられる。 
 
 先生方からは事前に「活発には意見が出ないかもしれない」という話を頂いていたが、実際にワーク

ショップが始まると各班ともに活発な意見交換がなされていた。これには、2011 年以降さまざまに児童

や生徒を対象とした本ワークショップのような議論や意見交換する機会があったことも影響している

とは推察されるものの、各班共に時間の限りそれぞれが意見を出し合っており、慣れだけではなく生徒

それぞれが自分の意見を出すことを意識している様子が見受けられた。 
 
 議論の中から描き出された将来の新地町の姿としては、いくつかはその場のノリで出されたような意

見（魚に足が生えて上陸してくる、など）や放射能に関する意見もあるが、多くが普段の生活の中で感

じていることを出発点に、それは将来改善されているだろうという観点から出された意見が多いように

思われる。たとえば、「バスケットボールができる場所が増える」や「図書館を大きくする」、「二つ目の

温泉を作る」などである。また、「売地が減る」、「農業を担う若者が増える」など、新地町の発展を、新

地町ならではの手法で達成させていきたいといった意見もあった。これらからは、生徒は自分たちの新

地町のことをよく見ていることがうかがわれる。 
 
 今後の展開としては、実際に新地町を歩いて気づきを集め、それらが将来の新地町ではどうなってい

るかを考えることができると、将来の新地町のイメージをより強く持つことができるのではないだろう

か。また、プロジェクションマッピングなどのイメージを三次元的に表現できるような技術と組み合わ

せて見せることも有効と考えられる。 
 

  

1 年１組ファシリテーターからのコメント 芦名秀一 
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2 時間の授業時間内に、「パズルで見えたことば」、「世界に誇れる新地町の環境」、「2050 年

の新地町」、「2030 年の新地町」についてお互いの意見を出し合ってまとめ、発表するという一

連の作業を行うのは中学 1 年生では難しいのではないかと思ったが、各班のサポーターの誘導

もあり、全ての班がそれぞれの考えをまとめ、発表することができていた。 
 
1 時間目に各自が宿題で考えてきた内容を発表する場面では、班のサポーターや他の生徒の

前で宿題を発表することに抵抗がある生徒もいたため、なかなか思うように発言が出てこない

班もあったが、2 時間目のまとめの場面では、班の中での発言にも慣れてきたせいか、かなり

活発な意見交換ができていたように思う。恥じらいを持ちながらも、一人一人が「こんなまち

になったらいいのに」というお互いの意見を伝え、さらにその意見を広げられるような話し合

いの場づくりが出来ていたように感じた。 
 
新地町の良さについては、「自然」、「環境」、「文化」、「伝統」、「コミュニケーション」等のさ

まざまな視点から評価し、考えていることが伺えた。また、生徒それぞれが新地町についてよ

く知っており、客観的に評価しているという印象を受けた。2 組の意見で印象的だったのは、

新地町に住んでいるからこそ分かる人々の団結力や絆といったコミュニティの魅力が意見と

して出ていたことである。 
 
2030 年、2050 年の新地町の姿については、新地町の豊かな自然や人々の団結力といった魅

力を活かしながら、それをどのようにして発展させるかという方向性で考えている点は素晴ら

しいと思った。自然の豊かさを保ちながら、都市化も進めていきたい、また人々がたくさん集

うまちにしたいという生徒たちならではの自由な発想が発言できるワークショップにできた

のは良かったと思う。 
 
発表の準備では、短時間でそれぞれ個性が際立つグループ名の命名や発表の役割分担も行い、

自分たちのまとめた意見を他の生徒の前でもしっかりと発信できていた。 
 
反省点としては、2030 年、2050 年の２つのイメージを話し合ってもらうことにしていたた

め、2050 年についての話し合いが十分にできなかったことである。自分たちの身近な地域の

将来や自分たちの将来について考え、それを友人とともに話し合う機会というのは日常生活で

はなかなかないため、これを機会に将来のこと、まちのことについてさらに興味を持ち、新地

町のまちづくりに参画できるような大人になってもらいたいと思う。 
  

1 年２組ファシリテーターからのコメント 高橋敬子 
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生徒の皆さんは基本的にワークショップに対してとても協力的で、短時間の中でもかなり密度の濃い

議論をすることができたのではないかと思った。宿題の記述からは、皆さんが新地町の良い面や今後心

配される面などについてよく知っており、郷土への愛着を強く持っていることが伝わってきた。 
 
各班の議論では、サポーターの適切な支援のお陰もあり、ほとんどの子がバランスよく発言している

雰囲気であった。議論されていた内容は、どれも今後の新地町にとって重要な課題ばかりで、町の現在

の姿や将来心配される要素などについて、しっかりと問題意識を持って臨んでいる様子がうかがえた。

また、環境問題に関する話題提供後には、その内容に即した視点を自身の意見に上手に取り入れている

様子もうかがえ、生徒の皆さんのポテンシャルの高さが感じられた。ただ、どのようにして望む将来像

を実現していくか、そのためにどのような取り組みが必要かについて、もう少し各班で意見を深められ

ると良かったと思う。 
 
最後の発表では、少し戸惑いや恥ずかしさを感じている様子もあったが、各班ともチームワークの良

さを活かして立派に発表していたように思う。付箋の意見のまとめ方にも工夫が凝らされており、色分

けをしたり、イラストを入れたり、矢印で意見同士を結んで動きを出したりと、班ごとの個性が感じら

れた。時間がもう少しあれば、各班でのより深い議論の経過まで報告することができたのではないかと

思われる。 
 
ワークショップ後のアンケートの回答でも、生徒の皆さんがおおむね高い興味関心を持って臨んでい

た様子がうかがえた。また、「将来のために私たちにできることはたくさんあるので、できることはどん

どん取り組んでいきたい」との頼もしいコメントも見られ、新地町の復興や発展に向けて、今後の皆さ

んの活躍に期待が高まる内容であった。 
 
今後のフォローアップとして、例えばまち歩きとワークショップを組み合わせて開催できれば、今回

のワークショップで提示された将来像やそこに至るロードマップを、より具体的に膨らませる契機にな

りうるのではないかと思われる。（新地町の白地図を準備して、そこに具体的な施設などをマッピング

していく作業をすると、より具体的な姿がイメージできるのではないか。）また、そこに新地町で環境研

が支援を行う事業に関する情報（くらしアシストタブレット事業、火力発電排熱の利用など）のインプ

ットやフィードバックの機会が設けられると、新地町と環境研ならではの先進性、独自性も出てくるの

ではないかと考えられる。今後の連携の進展に期待したい。 
 

  

1 年 3 組ファシリテーターからのコメント 岩渕裕子 

 

22 
 



 
 

 
 2050 年の新地町について出た意見は 3 クラス 15 グループ合計で、約 340 個となった。１班あたり平

均で約 22.5 個、一人平均 3.8 個であった。その概要を表 3.1 にとりまとめる。 
 都市化や人口増などの夢を膨らませた項目が最も多くなっていたが、自然をこれからも守っていきた

いという強い意志も感じられる。また、地域独自の神楽や特産品、鹿狼山、海などへの評価も一定して

おり、新地町のことをよく知っている、又はよく教えられている印象だ。 
 
表 3.1 2050 年の新地町について出た意見 

分類 項目 数 合計 

都市化 

施設増（店舗・公共施設等） 47 

93 

交通の便の改善（高速道路・駅等） 36 

自動車の進歩（電気自動車・エコカー） 5 

便利・住みやすい 3 

都市化・近代化 2 

夢 

人口増（人口・若者・子ども、住宅等） 34 

81 

観光増（観光客・観光スポット・案内人等） 18 

発展・活気・にぎわい・豊か 11 

技術の進歩（タイムマシン・ドラえもん等） 9 

イベント 4 

就職先増える、仕事が安定 3 

医療の進歩 2 

自然 

自然が豊か 39 

62 自然エネルギー（太陽光・風力等） 15 

ごみ減、リサイクル進む 8 

地域独自 

海の再興（きれいになる・海水浴できる等） 13 

33 

農業・漁業 9 

神楽・伝統 4 

特産品 4 

鹿狼山 3 

社会 

高齢者施設の充実 10 

20 経済（消費税・物価・年金） 7 

高齢者増、高齢化進む 3 

震災 

復興 10 

25 災害に強い 8 

放射線減（原発等） 7 

心 
安心・平和・仲良し・笑顔 9 

17 
コミュニケーション、交流、絆 8 

教育 学校・教育 7 7 

合計 338 

 

全体意見のとりまとめ  
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図 3.1 は、出された意見を数の多い順に並べ替えたものである。全体を見ると、今より悪くなってい

る未来という意見は、高齢化が進むという主旨のものだけであり、これも高齢者施設の充実とセットで

出された意見であることを考慮すると、ほぼ全ての意見が今より良くなっている未来を描写したもので

ある。震災や原発事故による被害を目の当たりにしていることから、これ以上は悪くなることはないと

いう前向きな姿勢とも考えられる。さらに、図 3.2 には、特徴的な意見やキャッチフレーズとして出さ

れたものをとりまとめる。 
今後は、地域の夢のある未来に向けて、「自分のできること」「他人の力を借りること」、「町に住み続

けてできること」「町を離れてもできること」などの分類や、新地町の白地図に想定した施設や自然を描

いて、都市と自然のバランスをみること、その将来地図をもとにまちを歩いてみることなども、将来像

を共有する上で、有効な手段となるだろう。 
 

 
図 3.1 多かった意見とその内訳 

【2050 年の新地町 意見ベスト２０】 

 

順位 項目      票数 

１． 施設増（店舗・公共施設等）     47 

２． 自然が豊か      39 

３． 交通の便の改善（高速道路・駅等）    36 

４． 人口増（人口・若者・子ども、住宅等）    34 

５． 観光増（観光客・観光スポット・案内人等）   18 

６． 自然エネルギー（太陽光・風力等）    15 

７． 海の再興（きれいになる・海水浴できる等）   13 

８． 発展・活気・にぎわい・豊か     11 

９． 高齢者施設の充実      10 

９． 復興       10 

１１．技術の進歩（タイムマシン・ドラえもん等）    9 

１１．農業・漁業      9 

１１．安心・平和・仲良し・笑顔     9 

１４．ごみ減、リサイクル進む     8 

１４．災害に強い      8 

１４．コミュニケーション、交流、絆     8 

１７．放射線減（原発等）      7 

１７．学校・教育      7 

１７．経済（消費税・物価・年金）     7 

20．自動車の進歩（電気自動車・エコカー）    5 
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図 3.2 ワークショップで出された特徴的な意見とキャッチフレーズ 

  

 

【キャッチフレーズ】 

 伝統的な行事などを大切にする町 

 みんな仲良く！ 

 自然が多く団結力があってみんなが元気！ 

 自然豊かで明るく安全、安心な新地町 

 自然を保ちつつ都市化を進める 

 

【特徴的な意見】 

 住みたいと思う町になっている 

 地産地消ができて日本で誇れる食材がある 

 農業に携わる若者を増え活発化 

 町民達と協力してにぎやかな町になる 

 おいしい野菜を売り込めるような定期市を設ける 

 世界一美しいまちになる 

 大農園をつくり都市から農業が好きな人を受け入れる 

 子ども達に夢をたたえるような教育のしかた 

 神楽が有名になっている 

 町のみんなで協力して花を植えきれいな町に 

 外見も内面もきれいな新地町 

 ずっと子どもの声が響いている町 

 （放射線の心配なく）釣りができる 

 夢をサポートする子どもが使いやすい施設 

 鹿狼山は今とかわらず人気スポット 

 人口増加のために世界にネットで移住を呼びかける 
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「2050年の新地町を考えよう！」アンケート（1年生全体85名） 

 

今後の参考と今回参加していただいた中学生の関心を知るために、アンケートを行った。 

アンケート票は、付録3に示す。 

 

１. 本日の議論に参加しての感想について、最も当てはまる番号を１つ選んで下さい。 

 

 

２. これまでにあなたは、あなた自身の将来（2050年）について、どの程度考えていたでしょう

か？ 

 

 

  

アンケート調査結果 
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３. これまでにあなたは、新地町の将来（2050年）について、どの程度考えていたでしょうか？ 

 

 

４. 本日の専門家の話はどうでしたか？最も当てはまる番号を１つ選んで、○をつけて下さい。 

 

 

５. 本日の論議を通じて、将来のあなた自身や新地町について考えることについて印象に残ったこ

とや、将来のために取り組んでみようと思ったことがあれば、自由に書いてください。 

 

 

 2030年、2050年の新地町の将来について考えることができた。 

 将来のことを、とてもよく考えることになった。 

 2030年は高速道路ができ、行き来が便利になっていると思う。 

 福島県では、部屋を暖める人が多い。 

 将来のためになる話を聞けて良かった。エネルギーについてさらにわかった。 

 ほかの班の発表を聞いて、いろいろわかったことがあった。 

 エネルギーについて、さらに詳しくわかりました。 

 自然豊かになるために、再生可能エネルギーをやることがわかった。 

 友達と話し合って、新地町のことについて考えるのは大切だと思いました。 

 新地町のためにできることを頑張りたい。 

 普段は考えていなかったので、こんな風にみんなで新地町のことを考え、特に福祉を意識

したい。 
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 家族の幸福=一番の幸せ。法律が変わろうが、総理が変わろうが幸せは家族が一番。 

 今日出た案が、新地町で本当になったらいいな。という案が多かったので面白かったで

す。 

 印象に残ったのが、30年後、50年後、新地町にいないことを希望しているという人が多い

ということです。自分も新地町から出たいと思っています。 

 福島県は、部屋を冷やすのが少ないことが印象に残った。 

 エネルギーは大切にしようと思った。 

 将来、大人になったらどうなるかを想像することが出来た。 

 新地町について、あまり考えたことがなかった。 

 私たちが自然を大切にしつつも、発展させるよう頑張っていこうと思いました。 

 工業系の仕事について、新地町の都市化に役立てたい。 

 復興が進んで、都市化につながればいい。 

 少しでも早く、復興が出来るように、リサイクルなど、私たちに出来ることをやっていき

たい。 

 今の私たちなどが、誰でも住みよい町にしていくのだと改めて思えた。 

 ゴミのことを聞いて、少しでも減らせるように自分でも努力していきたいと思いました。 

 新地町の素晴らしさがわかった。 

 町のため、行事等に出たい。よさこいなどで・・。 

 ゴミは新地町で出して、処分するのではなく相馬などにも協力してもらっていることがビ

ックリだった。 

 駅伝で上位になって、みんなに喜んでもらいたい。 

 お年寄りにも住みやすい町に出来るよう、取り組んでいきたい。 

 きれいな町にしたいから、ゴミを出す量を減らしたり、ポイ捨てをなくしたい。 

 将来について、もっと考えようと思った。 

 とても楽しい時間だったし、未来について考えるようになりました。 

 ゴミの話を聞いて、少しでも無駄なゴミが出ないように、使えるものは最後まで使いたい

と思った。 

 将来のために私たちができることはたくさんあるので、できることはどんどん取り組んで

いきたい。 

 今まで、新地町のことや、自分の将来についてよく考えていなかった。 

 今までこんなこと考えてなかったから、考えてみたら楽しかったし、未来についてちゃん

と考えることが出来てよかったです。 

 これからは、自然や温暖化を大切にしていきたいです。 

 温暖化について、あまり考えていなかった。話を聞いて、今から87年後には温度が、５度

上がると聞いたので、自分が出来る事、二酸化炭素をあまり増やさないように取り組みた

い。 

 温暖化をなくすために自分が出来る事は協力したいと思った。 

 将来について考えることが出来てよかった。 

 自分自身のこと、新地町のことについて、今日はとてもたくさん考えることが出来てよか

ったと思いました。 
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 これからも自分自身で、このような未来について考えることを増やしてもいいと思いまし

た。 

 地球温暖化による影響をなくすため、電気や水をあまり使わないようにしたいと思いまし

た。 

 新地町は、今でも豊かであることがわかった。 

 二酸化炭素などを出さないように、エアコンなどをあまり使わない。 

 将来は、まだ先のことだと思っていても、今から考えていた方がいいと思いました。 

 町のゴミ拾い。 

 １人１人の取り組みが、とても大事なんだと改めて思った。 

 今日の授業を受けて、新地町のことをもっと深く考えて行こうと思った。 

 節電、節水 

 二酸化炭素が減るような生活を心がける。 

 将来、たくさんの人が暮らしやすい生活を送れるように、今から節電や節水などを心がけ

ようと思った。 

 将来のことを考えて行きたい。 

 新地町についてよく話すことが出来たうえ、自然問題についてわかった。 

 使っていない電気があったら消す。 

 友達の意見などが聞けてよかった。 

 今回学んだことを意識していきたいと思います。 

 2050年になっても、自然を大切にしていきたい。 

 子どもたちの将来が、明るいものになってほしいと強く思いました。 
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４．まとめと今後の課題 

 今回実施したワークショップでは、2 時間という短い時間ではあったが、新地町立尚英中学校の 1 年

生を対象に、全部で 15 の生活班に分かれて 2050 年の将来像について様々な意見を出していただいた。

当初、尚英中学校の先生方からは、意見が出るか心配という声が多く聞かれたが、実際にはそうした心

配は杞憂で、非常に活発で新地町を真剣に考えている姿を見ることができた。特に、鹿狼山や釣師浜と

いった自然を大切にしたいという意見が多く出されるとともに、鉄道の再開とともに賑わいが戻ってほ

しいという意見も目についた。また、震災からの復興という面を強調する意見も数多く見られた。こう

した意見は、国立環境研究所において行う環境創生研究プログラムにおいて、将来像を検討する上にお

いても、2050 年まで社会の中心で活躍する若者代表の意見として尊重したいと考えている。 
一方、今回のワークショップでは、エネルギー、ごみ、温暖化問題の講義は行ったものの、2050 年の

将来像に関しては条件等を与えずに自由に描いてもらったことから、その実現性や現状の復興計画との

整合性など、改めて検討すべき点も多い。新地町を含めた周辺自治体や日本全体の過去のデータや町の

現状、復興の状況も踏まえて、将来ビジョンを改めて検討してもらうことも必要になると考えており、

機会があれば、追跡調査としてのワークショップも行っていきたいと考えている。また、今回対象とし

た中学 1 年生以外の世代が、同じく 2050 年の社会像、ビジョンをどのように考えているかについても、

是非意見を聞きたいと考えている。 
将来を正確に予測することは不可能であるが、将来を考えることは、様々な状況に置かれても的確に

判断する能力を養うことができるといえる。東日本大震災では「想定外」ということばをいろいろな場

面で耳にしたが、想定外のことが起きたときにこそ、適切な判断能力を発揮することができるといえる。

今回の取り組みが、豊かな将来を実現するとともに、現在行われている復興事業が持続可能な社会につ

ながる契機となれば幸いである。 
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付録 1 事前に配布した宿題 
(1) 宿題の説明シート 
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(2)2050 年／2030 年のあなたの生活と新地町のようす 
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(3) パズル 
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付録 2 当日資料 
 

 

 

 

 

2050年の新地町を考えよう！
あなたが50才になったとき、故郷はどうなっているか？

（独）国立環境研究所

NPO法人みらいと

協和コンサルタンツ

2014年1月23日
新地町立尚英中学校1年

 

はじめに

2

 今日のスケジュール

• 13:30-13:40 目的と作業の説明。

• 13:40-13:55 グループ作業１：一人ひとりが考えてきた新地町
の未来の姿を説明。あわせて、パズルで見えた3つのことばと
「世界に自慢できる新地町の環境」を紹介。【1人2分ずつ】

• 13:55-14:10 環境問題についての話題提供。

• 14:10-14:15 質問。

• 14:15-14:20 休み時間。

• 14:20-14:50 グループ作業２：2050年、2030年の新地町につい
て各グループで話し合う。

• 14:50-15:00 グループ作業３：発表のための準備。

• 15:00-15:15 グループ作業４：発表。【各グループ3分ずつ】

• 15:15-15:20 発表へのコメント、アンケート記入。

3

 本日の会合のサポート

4

1組 2組 3組

クラス担任 羽根田一弘 佐藤美千子 武澤さやこ

環境研
（全体ファシリテーター） 芦名秀一

（エネルギー）

高橋敬子 岩渕裕子

環境研
（話題提供）

金森有子
（ごみ）

増井利彦
（温暖化）

環境研
亀井未穂
戸川卓哉

藤田壮

みらいと 小泉憲章 笠間拓朗 村上茉南

協和コンサルタンツ 佐藤恭子 山本沙代子 佐藤千尋

新地町役場
加藤孝佳

黒沢知子

 

この授業の目的

 この授業の目的

• 遠い将来（2050年）のみなさん自身と新地町（、福島県、東北地
方、日本、アジア、世界）について、イメージする。

– どこに住んでいるか？どのような仕事をしているか？

– 新地町の様子は？産業は？

– 新地町の環境（自然、ゴミ、大気、水、エネルギー...）はどうなって
いるか？

【考えのヒント】

• 2050年に皆さんは50才をむかえます。そのときに、どのような生
活を送っていたいかを考えて下さい。

• そのとき、みなさんが今住んでいる新地町にはどうあってほしい
かを考えて下さい。

6
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 なぜ将来を考えるか？

• ふだんから目標となる将来をイメージしないと、それは実現しな
い。

• 実現したい将来に向けて、何をしなければいけないかを考える
きっかけとなる。

• 想定外にそなえる （これまで考えてもいなかったことが起きた時
のための準備をする）。

– すべてを正確に予測することはできない。

– でも、将来をイメージしていると、想定外のことが起きてもうまく対
応できるようになる。

– 将来像は1つでなくてもいい。限りない可能性が広がっている。
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 授業の手順１

• 【グループ作業１】みなさんが宿題でやってきた新地町の2050年
と2030年の姿、パズルで見つけた言葉と「世界に自慢できる新
地町の環境」を紹介する。

• 【環境問題に関する話題提供】

• 【グループ作業２】生活班のほかの人の意見や、話題提供をふ
まえて、生活班で2050年、2030年の新地町の姿を話し合う。

[話し合いでの注意事項]
• 人の意見にダメ出ししない。

• 2050年の姿から話を始める。

• 2030年の姿は、現在と2050年の姿からイメージする。

• 考えたことは、すべてふせん紙に書き出す。

8

 授業の手順２

• 【グループ作業３】話し合った内容を報告するための準備を
する。

– 何を話すか？

– だれが発表するか？

– 感想を加えても○。

• 【グループ作業４】報告。

– 生活班のメンバー全員が前に出る。

• 【まとめ】
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グループ作業１
13:40-13:55

自己紹介

宿題の報告

３つのことば

世界に自慢できる新地町の環境
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エネルギーを考えてみませんか?

芦名 秀一
国立環境研究所 社会環境システム研究センター

2013年1月23日
新地町立尚英中学校

 身近なようで遠いエネルギー問題（1/2）

12

出典：エネルギー経済統計要覧2013

一次エネルギー消費量
（日本全体で使われたエネルギー量）

二酸化炭素排出量（日本全体）

GDP
（経済活動の大きさの尺度）

人口（日本全体）

• エネルギーに支えられるくらし
– 普段の生活ではさまざまなエネルギーを使っています。

• 日本の経済もエネルギーによって支えられている
– 日本のエネルギー消費量は、経済活動の活発さに影響を受けています。
– 二酸化炭素（CO2）排出量は、ほぼエネルギー消費量の変化に沿っています。

• エネルギーは身近なはず：でも、普段「エネルギー」について考える機会はあ
まりない?

東京オリンピック
（1964年）

 突然クイズ：共通点を探せ!
それぞれのグループの共通点はなんでしょう?

（赤字はエネルギー関係）

13

グループ1 グループ2

ノート

外食

ジュース 水（水道水）野菜 電気 病院

ガス灯油

ガソリン

公共交通機関

テレビ 新聞

クレジットカード

遊園地

（主に）金額が先にわかるもの （主に）金額が後からわかるもの

 身近なようで遠いエネルギー問題（2/2）

14

• エネルギー問題があまり身近ではない理由の例：

– 後から請求されるので「今これぐらいエネルギーを使っている」という意識を
持ちにくい。

• お金がいくらかかるかが事前にわかっていることについては、真剣に考えることが
多いのでは?

– 「エネルギーを使おう」と思って行動していない。

• 「テレビを見たい」「部屋を暖めたい」など、私たちの目的はエネルギーを使うこと
ではなく、目的を達成するためにエネルギーが使われている。

– （特に）電気は目に見えないので「使っている実感が薄い」

• ペットボトルや鉛筆、ノートなど減り具合が目に見えるものは実感できるが、エネ
ルギーは多くの場合減り具合が見えない。

– 社会のさまざまなところで、さまざまな形で使われているので、具体的なイ
メージを持ちにくい。

• 大きなボイラーでお湯を沸かすのもエネルギー、車を動かすのもエネルギー、テ
レビを見るのもエネルギー…

私たちのくらしからエネルギーを考えてみる

37 
 



 

 

 

 

 

 くらしのエネルギー：日本全体ではどれくらい?

15

• 2011年の日本全体の最終エネルギー消費量（必要な量を満たす

ために使われたエネルギー）は、335 Mtoe（100万石油換算トン）

– 産業部門が最も大きく155 Mtoe（全体の47%）

– 移動も含めたくらしのエネルギーは、106 Mtoe（全体の32%）で2番
目に大きい。

家のエネルギー

移動のエネルギー

日本で使うエネルギーの約1/3がくらしのため!

出典：エネルギー経済統計要覧2013

 くらしのエネルギー：何のために使われている?

16

• 部屋を暖めるためのエネルギー（暖房）
とお湯を沸かして使うためのエネル
ギー（給湯）の割合が大きい。

• くらしのエネルギーは地域差が大きい

– 北海道では半分以上のエネルギーが部
屋を暖めるために使われているが、部
屋を冷やすエネルギーはほとんど使っ
ていない。

– 九州など南の地域では部屋を冷やすた
めのエネルギーも大きくなる。

暖める・温めるためにエネルギーが必要

出典：家庭用エネルギー統計年報2005年版

北海道 九州

くらしのエネルギー：目的別の割合（2005年）

福島県

 くらしのエネルギー：いつ使われている?

17

• 朝・昼・夜：家族が揃う時間帯が大きい。

– 食事やお風呂、暖房のためのエネルギーが大きい = 家族の集まる時間はエネル
ギー消費が大きくなる。

• 平日と週末でも違う。

– 週末（土曜日・日曜日）はゆっくりと夜の時間を過ごす人が増え、時間で見ると最大
値は下がる傾向がある。

• 季節によっても違う。

– 暖房が必要かどうかは、いつエネルギーが使われるかに大きく影響する。

関東地方・1月平均 関東地方・8月平均

くらしのエネルギー：時間別・目的別消費量（2005年、世帯平均値）

出典：家庭用エネルギー統計年報2005年版等から推計

 くらしのエネルギー：移動手段で変わるエネルギー

18

• 交通手段の選び方によってエネルギー消費量は大きく変わる。

– 自動車での移動で消費するエネルギーが最も大きい。

– 船や飛行機もエネルギー消費が大きい。

– バスを使うと、自動車の約1/3のエネルギー消費で済む。

– 鉄道のエネルギー消費量が一番小さい。

くらしのエネルギー：移動手段とエネルギー消費量

国立環境研究所と新地町立
尚英中学校を往復するときの
エネルギー消費量（9名分計）

*

*2010年値

自動車（片道250 km）
エネルギー：

2,990 kWh

バス（片道250 km）
エネルギー：

1,030 kWh

鉄道（片道435 km）
エネルギー：

420 kWh
参考：2011年の家の中のエネルギー消費量
（1人分・1年間合計）：4,820 kWh

 くらしのエネルギー：将来を考える3つの鍵

19

1. エネルギーを使わないくらし

– 節電や車からバス・鉄道への

変更のように、エネルギーを使

うこと自体をやめてみる。

2. エネルギーを効率よく使うくらし

– 電化製品を最新型に買い換え

たり、ハイブリッドカーに買い換

えたりすることで、効率を上げ

てエネルギー消費を減らす。

3. 自然を活かすくらし

– 太陽光発電や太陽熱温水器、

ペレットストーブなど自然から得

られるエネルギーを活用する。

使わない

自然を
活かす

効
率
よ
く
使
う

 くらしのエネルギー：将来は自由だ!
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• くらしは思いのほか早く変わっていく。

– 10年でブラウン管テレビは薄型テレビに置き換わった。

– 40年もたてば、私たちのくらしは今と全く違うものになっている。

– 今の「こんなことができたらいいな」は2050年には実現される。

ビデオ

PC

薄型テレビ

DVD/BD

洗濯機

冷蔵庫

ブラウン管
テレビ

ブラウン管テレビ

 くらしのエネルギー：まとめ
• 私たちのくらしでは、多くのエネルギーを使っている。一人一人は

少ないように見えても、日本全体であわせれば約1/3がくらしに関
わるエネルギー消費。

• くらしでは、主に「何かを暖める・温める」ためにエネルギーが使わ
れている。

• 家族が集まる時間帯には多くのエネルギーが使われている。また、
夏と冬を比べると、暖房を使う冬の方がエネルギー消費は大きく
なる。

• 移動のしかたでもエネルギー消費は大きく変わる。一人一人が自
動車で移動するよりは、みんなでバスや鉄道を使う方が少ないエ
ネルギーで長距離を移動できる。

• くらしの変わるスピードは早い。10年もたてば今のくらしと全く違う
生活が待っているかもしれない。

• （1）エネルギーを使わないくらし、（2）エネルギーを効率よく使うくら
し、（3）自然の恵みを活かすくらし、の3つの視点から将来のくらし
のエネルギーを考えてみよう。
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家庭ごみのはなし

金森有子
国立環境研究所 社会環境システム研究センター

2013年1月23日
新地町立尚英中学校
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 何が「ごみ」なんだろう？

• 皆さんにとって、何が「ごみ」ですか？

• 今日のお話

– ごみの問題を簡単に知りましょう！

– ごみの種類を知りましょう！

– ごみが出されてからどのように処理されるのかを知りま
しょう！

– 新地町のごみを知りましょう！

23

 ごみに関わる問題

• ごみを収集してくれる人がおらず、その辺に捨ててしまったら
何が起きるだろう？

– まちが汚くなる、まちが臭くなる

– 病気が流行する、有毒な物質が広がってしまう

• 集めたごみはどこに捨てたらいいのだろうか？

– どこかまとめてごみを処分する場所（ごみ処分場）に捨てること
が必要。空き地や、知らん顔して海や川に捨てたらドンドン環
境が悪化する。

• あなたの家の近くにごみの焼却場や処分場ができたらどん
な気分だろうか？

24

 ごみの問題を解決するために

• ごみの発生量を減らそう！でもどうやって減らせるの？

– そもそも人々がごみを減らそう→減量(Reduce)
– ある人にとっては使用しない物でも、他の人にとっては使える

物かもしれない→再利用(Reuse)
– 処理をすることで新しい製品に生まれ変わることができる→リ

サイクル(Recycle)

25

Reduce減量
の工夫

(1) 容器包装の軽量化
(2) 無駄な容器包装を断る
(3) ごみへの課金
(4) 無駄なものは買わない

Reuse再利用
の工夫

(1) 物が壊れたらすぐ捨て
ないで、修理してみる

(2) おさがりの文化

(3) リサイクルショップや古
着市など

Recycleリサイクル
の工夫

(1)リサイクルできるものは

きちんと分別収集に協力
する
(2)中に不純物が入らない
ようにする

→最近は、4Rの流れもあるよ

 日本の廃棄物

• 私たちの生活に直接関係すること、また間接的に関係するこ
とからたくさんのごみが出ます。ごみのことを「廃棄物」と言い
ます。

• 日本の廃棄物は、法律で大きく2種類に分類されます。
– 一般廃棄物…産業廃棄物に含まれない廃棄物。家庭から出る

ごみやお店から出るごみなどが「一般廃棄物」に含まれる。
色々な種類のごみが混じっていることが多い。

– 産業廃棄物…事業活動に伴って排出された廃棄物のうち法律
等で定められた廃棄物。工場等で大量に同じ種類の廃棄物が
出てくる場合、「産業廃棄物」として指定されていることが多い。

26

ぼくは「廃棄物」とも
よばれます

 日本の一般廃棄物

27

一般廃棄物の内訳

4517万トン
（H24年度）

2945万
トン

(65%)

1310万
トン

(29%)

262万トン

生活系
ごみ
排出量

事業系
ごみ
排出量

集団
回収量

その中身は？？

ちゅうかい

せんい

生ごみ

どんな物がどの
分類のごみにな

るのかな？

 リサイクルはどれくらい進んでいるの？

28
出典：一般廃棄物の排出及び処理状況等（平成24年度）について

最近はあんまりリサイ
クル率は上がっていな

いぞ

 家庭ごみの排出量

29
環境省 一般廃棄物処理実態調査結果より作成

小5小4小3小2小16歳5歳4歳3歳2歳1歳誕生

プラスチック容器
包装の分別開始

219位/3233
自治体中

475位/1673
自治体中

全国や福島
県と比べて
も少ないぞ

新地町では
どんどんごみ
の量が増え

ている

 新地町から出た家庭ごみの流れを知ろう！

30

家
燃やすごみ

燃やさないごみ

資源ごみ

ごみ焼却場
（光陽クリーンセ
ンター, 相馬市）ごみを運搬

燃やして
減量

民間業者
（南相馬市の

会社）

リサイクル施設
（リサイクルセン
ター, 新地町）

リサイクル
のため選
別、圧縮

ごみ処分場
（相馬市）

ごみ処分場
（新地町）

ごみを小
さく砕いて、

選別

焼却灰

新しい製品にするための会社

家庭から出るごみだけでも、色々な人に助けてもらって処理されています
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 新地町のごみクイズ

• 新地町でごみを出す場合、何種類の分類があるでしょうか？

31

ヒント
「燃やすごみ」と「燃やさないごみ」でまず2種類はあるよね。
さて、資源ごみは一体何種類に分類されていたのかな？？？

こたえ 何と15種類に分けなくてはいけないよ！！！

燃やすごみ、燃やさないごみ、無色透明びん、茶色びん、そ
の他の色びん、生きびん、あき缶、ペットボトル、プラスチック
製容器包装、新聞紙、雑誌、段ボール、紙パック、粗大ごみ、

有害ごみ

 新地町のごみ

32

トン

紙類

ガラス類

金属類

ペットボトル

プラスチック製容器包装

◆新地町では可燃ごみが多く出ており、その量が増えてます。
◆リサイクル量ではペットボトル量がとても増えています。
◆金属類のリサイクル量は減っています。

リサイクル量

環境省 一般廃棄物処理実態調査結果より作成

家庭ごみ収集量
トン

149

68

42
33
26

 お話のまとめ

• ごみは、正しく収集・処理・処分されないと重大な環境問題の
原因になります。環境問題が起きると私たち自身が暮らしに
くくなり、時には人の健康に害を与えることもあります。

• 日本では自治体別（市町村別）に、家庭ごみを正しく収集・処
理・処分するためのルールが決まっています。皆さんがこの
ルールを守ることが大切です。

• ごみの発生量を減らすための様々な工夫が必要です。減量
(Reduce)、再利用(Reuse)、リサイクル(Recycle)を進めていく必
要があります。

• ごみの収集・処理・処分には、多くの人が関わっています。隣
の相馬市にも協力してもらっています。またお金もかかりま
す。私たちはごみを出した後のことは、考えないことが多いで
すが、多くの人の支えがあること、お金がかかることを忘れ
ないで下さい。

33

 

地球温暖化をくい止めるために

増井利彦
国立環境研究所 社会環境システム研究センター

2013年1月23日
新地町立尚英中学校

 地球温暖化とは？

35
温室効果ガスがないと、

平均気温は-19℃
温室効果ガスがあるので

平均気温は14℃
温室効果ガスが
おおくなると...

温室効果ガスとよばれる気体が大気中に存在する
ことで、地球の気温があたためられること。
温室効果ガスの例として、
• 二酸化炭素（CO2）：ガソリンなどの化石燃料を

もやすときなど発生。
• メタン（CH4）：水田や牛のゲップなどから発生。
• 亜酸化窒素（N2O）：肥料などから発生。
• フロン：冷ばいなどに使われている。

世界の二酸化炭素排出量の推移
http://edgar.jrc.ec.europa.eu/index.php

 日本における部門別CO2排出量（1990-2012年度）
※2012年度は速報値

36温室効果ガスインベントリオフィス http://www-gio.nies.go.jp/aboutghg/nir/nir-j.html

家庭、業務の排
出増加は発電か
らの CO2増加に
よるもの

直接排出量

エネルギー転部門の
排出を各部門に配分

 地球の気候はどう変化してきたか？
IPCC第五次評価報告書(2013年)より

37

1901-2012年の地球表面の年平均気温の変化

「1880年から2012年において、世界平均地上気温は0.85℃上昇している」

http://www.climatechange2013.org/images/uploads/WGI_AR5_SPM_brochure.pdf

年平均

陸域と海洋をあわせた世界平均気温の変化
（1850-2012年）

19
61

-1
99

0年
に
対
す
る

気
温
の
変
化
（
℃
）

 温暖化の原因はヒトか自然か？
IPCC第五次評価報告書(2013年)より

38

陸域と海水表面

観測値 自然起源のみを用いたモデルの結果
自然起源と人為起源を用いたモデルの結果

「人間活動が20世紀半ば以降に観測された温暖化の主な要因で
あった可能性が極めて高い。」

世界平均

http://www.climatechange2013.org/images/uploads/WGI_AR5_SPM_brochure.pdf

陸域
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 どこまで温暖化は進むか？
IPCC第五次評価報告書(2013年)

39

世界の平均海面上昇の変化

将来の気温上昇は、温室効果ガスの排出量によって大きく変わるが、
排出量をすぐに大幅に削減しても気温上昇や海面上昇はこれからも続く。

http://www.climatechange2013.org/images/uploads/WGI_AR5_SPM_brochure.pdf

世界の地球表面の平均気温の変化

 全球平均気温と地域の気温上昇

40

温暖化が進む場合（温室効果ガス排出量が多いSRESのA2シナリオ）を想定した気温の予測
東京大学気候システム研究センター（CCSR）

国立環境研究所（NIES）
海洋研究開発機構地球環境フロンティア研究センター（FRCGC）

http://team-6.jp/cc-sim/

 温暖化によって何が生じるか？
IPCC第四次評価報告書(2007年)

41

水

いきもの

たべもの

洪水

病気

温
暖
化
の
被
害
を
最
小
限
に
お
さ
え
る
た
め
の

と
り
く
み
（適
応
策
）も
計
画
さ
れ
て
い
る
。

http://www.env.go.jp/earth/ipcc/4th/wg2_spm.pdf

 温暖化をくい止めるために（緩和策）
世界全体の共通目標と日本の目標

• 2008年に北海道で開かれた洞爺湖サミットの首脳宣言では、2050年までに
世界全体の温室効果ガス排出量の50％削減を達成することを共有。

• 2010年にメキシコで開かれた国際会合で合意されたカンクン合意では、産業
化以前の水準から世界の平均気温上昇を2℃以下に抑える観点から、温室
効果ガス排出量の大幅削減が必要であることが認識される。

• 日本の目標：
– 京都議定書の第一約束期間（2008-2012年）には、1990年比-6%を目標とする。

→原子力発電所の事故等もあったが、達成の見通し。
– 2050年までに世界全体で温室効果ガス排出量の削減を実現するため、日本

として2050年までの長期目標として、現状から60～80%の削減。【低炭素社
会づくり行動計画（2008年7月29日）】

– 主要国の削減を前提に、わが国の2020年の温室効果ガス排出量を1990年
比25%削減という目標を公表。【国連気候変動首脳会合における鳩山総理大
臣（当時）演説（2009年9月22日） 】

– 東日本大震災と東京電力福島第一原子力発電所の事故の影響も受け、
2013年11月15日に、ポーランドで開かれた国際会合で、原子力発電所の稼
働が0という条件の下で、2020年の排出量を2005年比3.8%削減（1990年の排
出量を基準にすると3.1%増加）することを新たな目標として公表。
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 温暖化をくい止めるために
気候の安定化に向けた取り組み

43

2009年のCOP15コペンハーゲン合意で条約事務局に対策を提示した国々

http://unfccc.int/meetings/copenhagen_dec_2009/items/5264.php
http://unfccc.int/meetings/cop_15/copenhagen_accord/items/5265.php

削減量を表明した国
なりゆき*からの削減量を表明した国
排出強度の目標を表明した国
削減に向けた取り組みを表明した国
何も表明していない国

*「なりゆき」とは、対策をとらない場合の排出量を示す。

 
2℃未満
2～2.5℃
2.5～3℃
3～3.5℃
3.5～4℃
4～5℃
5℃以上

将来の気温上昇

2℃に向けた目標と現状のギャップ

44UNEP(2013) The emission GAP report 2013
各国の現状の対策を合計しても、2℃目標を超えている。
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 温暖化をくい止めるためには？

• 最新の報告では、産業革命前と比較して地球の平均気温は
0.85℃上昇している。

• 20世紀半ば以降の温暖化の原因は人間活動である可能性が
極めて高い。

• 気温の上昇で、農業や健康などにも影響が出ると予想されてい
る。

• 世界の平均気温の上昇を産業革命前とくらべて2℃以下におさ
えるという目標が国際社会で合意されている。

• そのためには、2050年の世界の温室効果ガス排出量を1990年
とくらべて半分にしないといけない。

• 2050年時点の1人あたりの排出量を等しくすると仮定すると、日
本では現状と比べて80%減らさないといけない。

• けれども、有効な手だては見つかっていない。さぁ、どうする？

45

 

グループ作業２
14:20-14:50

2050年の新地町は？

2030年の新地町は？

46

• 人の意見にダメ出ししない。
• 2050年の姿から話を始める。
• 2030年の姿は、現在と2050年の姿からイメージする。
• 考えたことは、すべてふせん紙に書き出す。
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グループ作業３
14:50-15:00

発表準備

47

 

グループ作業４
15:00-15:15

各グループからの発表

48

 

本日のまとめ：
2050年が身近になったでしょうか？

 環境未来都市の実現に向けて

50

北海道下川町
（人口：3,645人）

千葉県柏市
（人口：40.5万人）

神奈川県横浜市
（人口：369.2万人）

岩手県釜石市
（人口：3.8万人）

岩手県大船渡市、陸前高田市
住田町（人口：6.7万人）

富山県富山市
（人口：41.7万人）

福岡県北九州市
（人口：97.4万人）

宮城県東松島市
（人口：4.0万人）

宮城県岩沼市
（人口：4.4万人）

福島県新地町
（人口：8,110人）

福島県南相馬市
（人口：6.6万人）

選定都市
選定都市（被災地域）

 本日の成果のとりまとめ

• みなさんが提案してくれた2050年の新地町の姿は、国立環

境研究所で行う研究の基礎資料として活用するとともに、新
地町にも提供して、2050年に向けたまちの復興やまちづくり
の総合計画に役立てていただきます。

• 3月9日（日）10:30～16:00に行われる予定の国立環境研究

所「災害環境研究」報告交流会～福島の復興支援と環境創
造に向けた国立環境研究所の取組み～（郡山市民交流プラ
ザ；http://www.big-i.co.jp/）にて、今回の成果を報告します。

– 平成28年度には、福島県三春町に国立環境研究所福島支部

を開設し、災害と環境に関する研究を進めます（現在は、準備
室をつくばに設置し、研究を開始しています）。

51

 新地くらしアシストタブレット モニター家庭募集

52くわしくは、「広報 新地 2014年1月号」をご覧下さい。

 おわりに

• 宿題の用紙、アンケートは提出して下さい。

• さらにくわしい話を聞きたい人は、以下に連絡して下さい。

– ｍａｓｕｉ＠ｎｉｅｓ．ｇｏ．ｊｐ

• 本日はありがとうございました。これからも、ご協力よろしくお
願いいたします。

（独）国立環境研究所

NPO法人みらいと

協和コンサルタンツ

53
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付録 3 アンケート票 
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